
加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

２
０
１
５
年
７
月
７
日
、
上
智
大
学
の
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

色
と
り
ど
り
の
浴
衣
を
身
に
ま
と
っ
た
学
生
で
あ
ふ
れ
返
っ
て
い

た
。
約
１
５
０
０
人
が
一
堂
に
集
い
、
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
た
七
夕

の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
国
籍
や
文
化
を
超
え
た
多
様
な
学
生
の
笑
顔

と
活
気
で
満
ち
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
学
生
の
ア
イ
デ
ア

が
形
と
な
り
実
現
し
た
、「
上
智
浴
衣
デ
ー
」
で
の
一
コ
マ
で
あ
る
。

１　
「
上
智
浴
衣
デ
ー
」
と
は

　
「
普
通
の
日
に
ち
ょ
っ
と
特
別
な
こ
と
を
」
を
コ
ン
セ
プ
ト 

に
、
通
常
の
授
業
日
に
浴
衣
を
着
用
し
て
登
校
す
る
。
こ
れ
が
「
上

智
浴
衣
デ
ー
」（
以
後
、
浴
衣
デ
ー
）
で
あ
る
。
一
見
、
た
だ
の
お

祭
り
イ
ベ
ン
ト
に
思
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
開

催
意
義
は
「
留
学
生
に
楽
し
く
日
本
文
化
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

学
生
間
の
国
際
交
流
を
活
性
化
す
る
」
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、

浴
衣
の
着
用
は
あ
く
ま

で
も
「
き
っ
か
け
」
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
異
文
化
理
解

こ
そ
が
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
が
目
指
す
成
果
と 

な
る
。

　

こ
の
た
め
、
留
学
生

向
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
を
用
意
し
て
い
る
。
本
学
の
和
室
で
は
、
書
道
部
の
協
力
に
よ

り
「
書
道
体
験
」
を
開
催
。
ま
た
、
企
業
協
力
の
も
と
廉
価
で
浴

衣
を
販
売
し
、
着
付
け
サ
ー
ク
ル
が
着
用
の
補
助
を
行
う
。
企
画

の
実
施
を
通
し
て
、
運
営
に
協
力
す
る
学
生
と
留
学
生
の
交
流
は

活
性
化
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
浴
衣
割
」
と
称
し
て
ハ
ラ
ル
フ
ー
ド

の
割
引
販
売
を
す
る
な
ど
、
日
本
人
学
生
に
と
っ
て
は
自
国
の
伝

統
文
化
を
啓
発
す
る
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
文
化
に
触
れ
、
相
互

理
解
を
促
進
す
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
企
画
の
実
現

に
向
け
て
は
大
学
事
務
局
と
の
協
働
も
欠
か
せ
ず
、
在
学
生
と
教

職
員
を
含
む
大
学
全
体
を
一
つ
に
つ
な
ぐ
「
き
っ
か
け
」
と
も
な
っ

学
生
発
の
新
た
な
文
化

～
浴
衣
で
彩
る
国
際
交
流
～

［
上
智
大
学
］

新
妻 
佳
祐
●
上
智
大
学
学
生
局
学
生
セ
ン
タ
ー

《
記
念
日
編
》

本学和室で開催された「書道体験」
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て
い
る
。

２　

始
ま
り
は
、
上
智
大
学
の
創
立
１
０
０
周
年

　
「
浴
衣
デ
ー
」
開
催
の
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
３
年
に
本
学
が
創

立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。
記
念
す
べ
き
こ

の
年
を
学
生
も
主
体
的
に
盛
り
上
げ
た
い
と
し
て
、
20
人
の
学
生

が
「
１
０
０
周
年
学
生
委
員
会
」
を
結
成
し
た
。
学
生
セ
ン
タ
ー

が
支
援
す
る
形
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
別
企
画
を
推
し
進
め
て
き
た

中
に
、
こ
の
「
浴
衣

デ
ー
」
が
あ
っ
た
。
当

時
の
代
表
学
生
は
、「
多

く
の
人
が
参
加
し
や
す

く
、
話
題
に
し
た
い
と

い
う
思
い
で
浴
衣
の
着

用
を
企
画
し
た
。
浴
衣

デ
ー
を
き
っ
か
け
に
、

多
く
の
上
智
大
生
に
創

立
１
０
０
周
年
を
祝
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と

語
っ
た
。

　

初
め
て
実
施
し
た
こ

の
年
、
約
１
２
０
０
人
の
学
生
が
参
加
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
「
浴

衣
デ
ー
」
の
情
報
や
写
真
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
学
生
発
の
新

た
な
試
み
は
予
想
を
超
え
る
反
響
と
な
っ
た
。
上
智
の
新
た
な
文

化
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
た
学
生
た
ち
は
、
代
表
学
生
が
兼
務
す

る
課
外
活
動
団
体
に
運
営
を
移
管
し
、
こ
の
「
ち
ょ
っ
と
特
別
」

な
日
の
実
現
を
継
承
し
て
い
る
。

３　

こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
、
世
界
を
つ
な
ぐ
絆

　

す
べ
て
の
学
部
が
一
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
結
す
る
本
学
は
、

日
常
的
に
学
生
が
国
際
色
豊
か
な
環
境
を
体
感
で
き
る
「
多
様
性

の
凝
縮
の
場
」
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
や
文
化
的
背
景
を
持

つ
人
々
が
織
り
な
す
場
で
、
相
互
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な

る
「
浴
衣
デ
ー
」
は
、
学
生
が
発
信
す
る
上
智
の
新
た
な
文
化
と

し
て
、
学
生・

教
職
員
か
ら
永
く
愛
さ
れ
る
も
の
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。
特
に
、
入
学
し
て
間
も
な
い
新
入
生
に
と
っ

て
は
、
上
智
の
特
色
を
肌
で
感
じ
、
国
際
交
流
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
お
り
、
開
催
前
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は

実
施
を
楽
し
み
に
す
る
声
も
多
い
。「
浴
衣
デ
ー
」
は
今
後
も
多
様

な
学
生
同
士
を
つ
な
ぎ
、
豊
か
な
学
生
生
活
を
形
成
す
る
一
つ
の

貴
重
な
機
会
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。

本学学長（前列中央）と
大学公式キャラクター「ソフィアンくん」も浴衣で参加
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南
山
外
国
語
専
門
学
校
か
ら
出
発
し
た
南
山
大
学
が
、
１
学
部

４
学
科
（
文
学
部
英
文・

仏
文・
独
文・

中
国
文
学
科
）
か
ら
な

る
新
制
大
学
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
１
９
４
９
年
の
こ
と
で

あ
る
。
設
立
母
体
は
、
前
年
に
財
団
法
人
南
山
学
園
の
経
営
を
カ

ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
か
ら
委
譲
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
男
子
修
道

会
、
神
言
修
道
会
で
あ
る
。
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
経
て
、

現
在
で
は
８
学
部
17
学
科
、
８
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
と

成
長
、
２
０
１
７
年
に
は
国
際
教
養
学
部
（
仮
称・

設
置
構
想
中
）

も
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら
、
南
山
大
学
の
二
大
特
徴
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
つ
は
、
当
初
か
ら
世
界
に
目
を
向
け
る

大
学
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界

観
に
基
づ
く
教
育
で
あ
る
。

　
「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
観
」
と
い
え
ば
、
多
義
的
概
念
で
あ
る
が
、

南
山
の
い
う
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
人
間
観
に
軸
足
を
お
く
世

界
理
解
の
探
求
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

第
三
代
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
学
長
は
、
小
冊
子
『
南
山
大
学
の

教
育
理
念
』
の
中
で
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
共
通
の
教
育
理
念
を
次
の

よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。「
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
独
自

の
尊
厳
を
有
す
る
人
格
的
存
在
と
し
て
神
に
よ
っ
て
創
ら
れ
、
神

に
向
か
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
人
間
の
完
成
は
、
自
己
が
有
限
で

あ
り
他
者
に
開
か
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
な
が
ら
行
う
他

者
と
の
対
話
、
交
わ
り
、
す
な
わ
ち
愛
の
う
ち
に
実
現
さ
れ
る
」。

　

本
学
の
教
育
モ
ッ
ト
ー
「
人
間
の
尊
厳
の
た
め
に
」
は
、
こ
の

理
念
の
端
的
な
表
現
で
あ
る
。
こ
の
モ
ッ
ト
ー
を
具
現
化
す
る
た

め
、
開
学
当
初
か
ら
宗
教
に
関
す
る
科
目
が
置
か
れ
て
い
る
。
神

言
修
道
会
所
属
の
教
員
が
中
心
と
な
り
、
現
在
は
１
年
次
必
修
の

「
宗
教
論
」
と
２
年
次
必
修
の
「
キ
リ
ス
ト
教
概
論
」
が
開
講
さ
れ

て
い
る
。
１
９
９
５
年
か
ら
は
、
全
学
共
通
教
育
科
目
の
中
に
選

択
必
修
の
「
人
間
の
尊
厳
科
目
」
が
設
け
ら
れ
、
学
生
は
思
想
史
、

生
命
倫
理
、
政
治
経
済
、
民
族
問
題
な
ど
広
範
な
分
野
か
ら
選
択

し
、
そ
れ
ら
諸
領
域
と
人
間
の
尊
厳
と
の
関
わ
り
を
学
ん
で
い
る
。

　

南
山
教
育
の
沿
革
に
紙
幅
を
費
や
し
た
の
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
（
イ

エ
ス
の
降
誕
祭
）
が
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
そ
も
そ
も
人
間
の
尊
厳

降 
誕 
祭

―
人
間
の
尊
厳
が
輝
く
と
き
―

［
南
山
大
学
］西

脇 
純
●
南
山
大
学
人
文
学
部
キ
リ
ス
ト
教
学
科
教
授

《
記
念
日
編
》
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を
祝
う
祭
日
だ
か
ら
で
あ
り
（
神
が
人
と
な
っ
た
こ
と
を
人
間
性

の
祝
福
と
み
る
）、「
人
間
の
尊
厳
の
た
め
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す

る
本
学
の
降
誕
祭
が
、
そ
の
よ
う
な
南
山
教
育
の
い
わ
ば
一
つ
の

果
実
と
し
て
、
学
生
側
の
発
案
に
よ
り
、
自
主
的
に
始
ま
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
全
学
行
事
と
し
て
祝
わ
れ
始
め
た
の
は
、
開
学
か
ら

40
年
も
過
ぎ
た
１
９
８
９
年
、
実
に
平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
る
。
き
っ
か
け
は
、
14
名
の
学
生
有
志
が
ク
リ
ス
マ
ス
を
学

内
で
盛
大
に
祝
い
た
い
と
声
を
上
げ
た
こ
と
に
あ
る
。
彼
ら
の
希

望
を
受
け
止
め
た
指
導
司
祭
（
チ
ャ
プ
レ
ン
）
が
学
内
窓
口
と
な
っ

て
協
力
を
呼
び
掛
け
、
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
当
時
の
案
内
文
書

に
は
、
ミ
サ
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
ほ
か
、
構
内
に
馬
小
屋
を
設
け
、

昼
休
み
に
ク
リ
ス
マ
ス・

キ
ャ
ロ
ル
の
音
楽
テ
ー
プ
（
！
）
や
、

学
生
が
事
前
に
練
習
し
た
キ
ャ
ロ
ル
を
歌
い
、
こ
れ
を
構
内
放
送

す
る
な
ど
の
企
画
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
も
、
降
誕
祭
実
行
委
員
会
と
い
う
学
生
有
志
団
体
が
企
画

運
営
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
。
毎
年
12
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
年
で
は
や
26
回
目
を
迎
え
る
。
第
一
部
の
聖
式
は
大
学
に

隣
接
す
る
神
言
神
学
院
大
聖
堂
で
開
催
さ
れ
、
聖
書
朗
読
、
学
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ほ
か
、
管
弦
楽
団
有
志
、
聖
歌
隊
ら
に
よ
る
演
奏
、

各
学
生
団
体
の
代
表
に
よ
る
祈
り
な
ど
が
荘
厳
に
行
わ
れ
る
。
第

二
部
の
ク
リ
ス
マ
ス・

パ
ー
テ
ィ
ー
は
ロ
ゴ
ス
セ
ン
タ
ー
（
キ
リ

ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
）
に
場
を
移
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
で

盛
り
上
が
る
。
毎
年
、
降
誕
祭
の
最
後
を
締
め
る
の
は
キ
ャ
ン
ド

ル
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
灯
さ
れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
が
照
ら
す
中
、
代
々

の
先
輩
が
伝
え
た
祈
り
が
唱
え
ら
れ
る
。「
…
…
私
達
は
こ
れ
か
ら

も
長
い
道
の
り
を
歩
い
て
い
き
ま
す
。
道
の
り
の
途
中
で
、
迷
い
、

立
ち
止
ま
り
、
悔
や
み
、
歩
く
の
を
や
め
よ
う
と
思
う
時
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
時
に
、
今
日
こ
の
灯
火
が
皆
様
の
道
の
り
を
照

ら
し
、
暖
め
て
く
れ
る
存
在
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
ま
た
、
人
々

の
中
に
あ
っ
て
光
り
輝
く
存
在
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。」

　

先
輩
た
ち
が
遺
し
た
自
主
精
神
の
灯
が
、
今
年
も
輝
き
を
放
つ
。
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大
学
創
立
記
念
日
と
大
学
記
念
日
の
違
い

　

専
修
大
学
に
は
大
学
創
立
記
念
日
と
大
学
記
念
日
が
あ
る
。
な

ぜ
２
つ
も
記
念
日
が
あ
る
の
か
不
思
議
に
思
う
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

大
学
創
立
記
念
日
と
は
そ
の
言
葉
の
通
り
、
専
修
大
学
が
創
立

さ
れ
た
日
を
記
念
す
る
日
で
あ
る
。
専
修
大
学
の
前
身
で
あ
る
専

修
学
校
は
、
明
治
13
年
９
月
16
日
に
、
福
沢
諭
吉
が
簿
記
の
普
及

を
目
的
に
銀
座
に
設
立
し
た
簿
記
講
習
所
に
お
い
て
開
校
式
を
行
っ

た
。
日
本
で
初
め
て
法
律
学
と
経
済
学
を
体
系
的
に
教
授
す
る
高

等
教
育
機
関
の
誕
生
で
あ
る
。
相
馬
永
胤・

田
尻
稲
次
郎・

目
賀

田
種
太
郎・

駒
井
重
格
の
創
立
者
４
名
を
含
む
講
師
陣
と
入
学
生

が
一
緒
に
な
っ
て
、
そ
の
発
足
を
祝
っ
た
と
い
う
。

　

一
方
、
大
学
記
念
日
は
創
立
者
で
あ
る
相
馬
永
胤
と
田
尻
稲
次

郎
の
慶
事
に
由
来
す
る
。
大
正
11
年
10
月
30
日
、
全
国
各
地
で
学

制
頒
布
50
年
を
記
念
す
る
催
事
が
催
さ
れ
た
。
中
で
も
東
京
帝
国

大
学
構
内
で
挙
行
さ
れ
た
記
念
祝
典
で
は
、
前
年
に
摂
政
に
就
任

し
た
皇
太
子・

裕
仁
（
後
の
昭
和
天
皇
）
が
「
教
育
勅
語
」
を
奉

読
す
る
な
ど
、
そ
の
様
子
は
各
新
聞
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

学
制
頒
布
50
年
記
念
祝
典
は
、
明
治
23
年
10
月
30
日
に
発
布
さ

れ
た
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
」、
い
わ
ゆ
る
「
教
育
勅
語
」
と
、
明

治
５
年
に
公
布
さ
れ
た
日
本
最
初
の
近
代
学
校
制
度
に
関
す
る
基

本
法
令
で
あ
る
「
学
制
」
と
い
う
明
治
期
を
代
表
す
る
２
つ
の
教

育
関
連
法
令
を
記
念
し
た
祝
典
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
文
部
省

や
教
育
関
係
者
は
こ
の
日
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
す
る
。
そ
の
一
つ
に
、
40
年
以
上
に
わ
た
っ
て
教
育
事
業

に
従
事
し
た
全
国
１
５
６
名
の
功
労
者
の
表
彰
が
あ
っ
た
。

　

私
立
実
践
女
学
校
（
現
実
践
女
子
大
学
）
の
初
代
校
長
を
務
め

る
な
ど
女
子
教
育
の
振
興
に
生
涯
を
捧
げ
た
下
田
歌
子
、
東
亜
同

文
書
院
（
現
愛
知
大
学
）
院
長
も
務
め
た
杉
浦
重
剛
と
い
っ
た
、

当
時
の
著
名
な
教
育
者
た
ち
が
名
を
連
ね
る
中
に
、
専
修
大
学
か

ら
も
、
学
長・

相
馬
永
胤
と
学
監・

田
尻
稲
次
郎
の
２
名
が
選
ば

れ
た
の
で
あ
る

　

私
立
大
学
関
係
者
か
ら
表
彰
さ
れ
た
の
は
相
馬・

田
尻
の
両
名

「
大
学
創
立
記
念
日
」
と

「
大
学
記
念
日
」

［
専
修
大
学
］

瀬
戸
口 

龍
一
●
専
修
大
学
総
務
部
次
長

《
記
念
日
編
》
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の
み
と
い
う
こ
と
で
本
学
関
係
者
は
大
い
に
喜
ん
だ
。
そ
こ
で
大

正
14
年
に
学
則
改
訂
を
行
っ
た
際
に
10
月
30
日
を
本
学
記
念
日
と

定
め
、
こ
れ
以
降
、
休
日
と
し
た
の
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

　

大
正
期
や
昭
和
期
の
学
則
で
は
、
両
記
念
日
は
同
じ
く
大
学
記

念
日
と
さ
れ
、
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
創
立
１
０
０
周
年
の

年
（
昭
和
56
年
）
に
、
初
め
て
９
月
16
日
を
大
学
創
立
記
念
日
、

10
月
30
日
を
大
学
記
念
日
と
定
め
た
の
で
あ
る
。

大
学
記
念
日
か
ら
大
学
祭
へ

　

実
は
、
こ
の
大
学
記
念
日
は
、
毎
年
約
６
万
人
も
が
集
ま
る
専

修
大
学
の
一
大
行
事
「
鳳
祭
」
と
深
い
関
係
が
あ
る
。

　

大
正
14
年
、
本
学
記
念
日
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
祝
賀
会
が
同
年

10
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
。
当
初
、
あ
く
ま
で
も
記
念
日
制
定
の

た
め
の
祝
賀
会
と
考
え
て
い
た
大
学
当
局
は
、
祝
賀
会
の
あ
ま
り

の
盛
況
ぶ
り
に
驚
く
と
と
も
に
、
学
生
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
以

降
、「
大
学
記
念
日
」
の
前
後
に
大
学
祭
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

　

こ
の
時
期
、
専
修
大
学
は
、
創
立
者
た
ち
の
相
次
ぐ
逝
去
や
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
関
東
大
震
災
と
い
っ
た
危
機
を
乗
り
越

え
る
べ
く
種
々
の
施
策
を
打
ち
出
す
。
大
学
記
念
日
の
制
定
も
そ

の
一
つ
で
あ
り
、
大
学
祭
の
開
催
に
よ
っ
て
学
内
の
一
体
化
が
図

れ
る
の
で
あ
れ
ば
と
い
う
強
い
思
い
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
思
惑
通
り
、
大
学
祭
は
年
々
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
学
内

だ
け
で
な
く
、
豊
島
園
や

多
摩
川
園
（
昭
和
54
年
に

閉
園
）
な
ど
で
も
開
催
さ

れ
た
。
園
内
を
仮
装
行
列

や
専
大
踊
り
が
練
り
歩
く

様
子
は
多
く
の
見
物
客
を

集
め
た
と
、
当
時
の
新
聞

に
も
書
か
れ
て
い
る
。

　

鳳
祭
と
い
う
現
在
の
名

称
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和

40
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

鳳
は
校
章
や
校
歌
で
も
使

用
さ
れ
て
い
る
専
修
大
学

の
建
学
の
精
神
の
象
徴
で

あ
り
、
学
生
に
も
な
じ
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
そ
の
名
が
採
用

さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

大
学
記
念
日
は
当
初
、
創
立
者
の
栄
誉
を
讃
え
る
た
め
に
制
定

さ
れ
た
。
し
か
し
大
学
祭
と
い
う
公
認
イ
ベ
ン
ト
の
日
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、学
生
に
と
っ
て
も
大
切
な
日
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 豊島園において行われた創立記念の大祝賀会（昭和6年）
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